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瀬戸石ダムの発電再開中止を求める要請書 

瀬戸石ダムを管理運営する電源開発株式会社（以下電源開発）は、昨年の豪雨災害以

降、発電を停止している瀬戸石ダムの来春からの発電再開を公表しました。報道によりま

すと電源開発広報室は「地域住民の理解を得ながら、引き続き適切なダムと発電所の運用

に努めていきたい」としていますが（２０２１年１２月８日、熊本日日新聞）、このコメ

ント自体、昨年の豪雨災害に関して瀬戸石ダムが周辺に被害を及ぼしていないと述べてい

ることと同じです。 

私たちはダム周辺の状況調査や貴省の資料を用いて、瀬戸石ダムが水害の原因であるこ

とを指摘しましたが、電源開発からはその点についてまともな説明や反論もなく、瀬戸石

ダムの影響はなかったとしています。また瀬戸石ダムが水害の原因とする流域住民に対し

て説明責任も放棄しています。このような電源開発の姿勢には強い憤りを感じます。 

瀬戸石ダムが発電を再開しますと、球磨川の治水面に大きな影響を及ぼします。なぜな

ら、昨年の豪雨災害以来の球磨川の治水対策は殆ど進んでおらず、発電のためゲートを閉

め、ダム湖に水をためれば、昨年の豪雨と同程度の降雨があった場合、球磨川中流域では

同様の被害が発生することは避けられないからです。 

JR 肥薩線は現在でも運行再開は非常に厳しい状況にありますが、再度水害が発生すれ

ば、鉄道の破損はさらに酷くなり、ますます復旧作業を困難なものにしてしまいます。ま

た国道 219 号線などダム湖周辺の道路も再度冠水し、工事途中の護岸や橋梁なども崩れる

恐れがあります。ダム湖周辺やダム下流の住宅のかさ上げ工事も終わっていませんので、

昨年と同程度の浸水被害を受け、既に住民が戻って居住している家屋では人的被害発生の

可能性さえあります。 

このような状況で一私企業の利益追求のための発電再開など許される訳がありません。

つきましては、貴省におかれましては、電源開発に対して瀬戸石ダムの発電再開中止を指

導されますよう要請します。 

以上 


